
2011.　4.　21 （4）第2部　予算特集第2部　予算特集

２０１１年度当初予２０１１年度当初予算算

まちだの台所事情まちだの台所事情 ―貯金と借金はどれくらいあるの？―

  基金積立金（貯金）の状況  
　基金積立金は、家計にたとえると貯金にあたるものです。
　「財政調整基金」では、災害復旧など臨時の支出や経済事情の変動などで
収入（歳入）が足りない時に取り崩し、逆にお金が余った時には、貯金
（積立）して年度間の財源を調整しています。

　「その他特定目的基金」は、あらかじめ使い途を決めて積み立てや取り崩
しをする基金で、公共施設整備等基金、福祉基金、緑地保全基金、職員退
職手当基金、介護保険給付費準備基金、廃棄物減量再資源化等推進整備基
金及び介護従事者処遇改善臨時特例基金があります。

　（※）今後、２０１０年度の剰余金などを積み立てていくことで、現在高を確
保していきます。

市民1人あたりに換算すると…
 ※人口：４２４,８２８人（２０１１年１月１日現在）

　市債とは、家計にたとえるとローンにあたるものです。
　公共施設などをつくるために必要となる多額の資金を「長期ローン」と
して借り、将来利用する市民との費用負担を公平にしています。ただし、
借金であることにはかわりはないので、借り入れには十分気をつけていま
す。

２０１１年度末
現在高見込額
（※）

２０１１年度中増減見込額
２０１０年度末
現在高見込額区　分 当初予算

取崩見込額
当初予算
積立見込額

３７億６,０２９万円３５億２,０７６万円３億１,０５３万円６９億７,０５２万円財政調整基金
６７億８,１６４万円５２億３,７５３万円３億６,５０８万円１１６億５,４１０万円その他特定目的基金
１０５億４,１９３万円８７億５,８２９万円６億７,５６０万円１８６億２,４６２万円合　計

２０１１年度末
現在高見込額

２０１１年度中増減見込額２０１０年度末
現在高見込額会計区分

元金償還見込額起債見込額
６８５億７,８７３万円５１億６５３万円１１７億９００万円６１９億７,６２６万円一般会計
５３４億６,８９４万円２５億２,１６４万円２７億３９０万円５３２億８,６６８万円下水道事業会計
１５６億５,９１７万円８億４,０７６万円－１６４億９,９９２万円病院事業会計
１,３７７億６８４万円８４億６,８９２万円１４４億１,２９０万円１,３１７億６,２８６万円合　計
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  市債（借金）の状況  

※四捨五入による端数処理を行っているため、合計と合致しない場合があります。

貯金の残高
（２０１１年度末見込）

２４,８１５円

ローンの残高
（２０１１年度末見込）

３２４,１４７円

町田市の災害対策予算のこれまでとこれから
　市では２００７年度に策定した中期経営計画のなかで「災害に強いまちをつくる」ためにさまざまな事業を実施してきました。今後
は、このたびの東日本大震災の発生を受け、これまでの災害対策事業の見直し・強化を行い、安心して生活できるまちづくりへの
取り組みをさらに進めていきます。

※金額は、２００７～２０１０年度４か年の事業費
合計です。

全ての市立小・中学校を耐震化
 １５億１,８８３万円
※防音工事・大規模改修工事の中で実施さ
れた耐震工事の事業費は除く

避難所や帰宅困難者に対する防災備
蓄物資の整備
 １億９,９６１万円

住宅等の耐震化促進
 １億２,６２１万円

家具転倒防止器具の助成・取り付け
 ９,７５３万円

ヘリサイン表示整備
 ４１２万円
※ヘリサインとは…
　ヘリコプターの災害時活動の目印とな
るよう、公共施設の屋上などに施設名を
表示するもの

これまこれまでで これかこれからら

災害対策

防災拠点として活用する施設の整備
　・新庁舎建設事業
　・鶴川駅前公共施設整備事業
　・市民センター・地域センター建替事業

　・防災センター整備計画 ……………… ８５０万円
　・家具転倒防止器具の助成・取り付け 

 ……………………………………… ７,５３９万円
　・防災行政無線等による情報提供 … ３,２１９万円
　・備蓄物資等の更新・整備 ………… １,９０１万円
　・自主防災組織の支援 ……………… １,８０４万円
　・防災訓練等の実施 …………………… ８１０万円
　・ヘリサイン表示整備 ………………… ２２０万円

　・木造住宅、分譲マンションの耐震診断等の 
助成 ………………………………… ４,４２８万円

　・緊急輸送道路の沿道建築物の耐震診断助成 
 ………………………………………… ８２９万円

　・主要道路の無電柱化推進 …… ２億３,６７８万円
　・公共施設の耐震化推進 ……… １億３,２３４万円
　・下水道施設（処理場、マンホール）の耐震化

推進 …………………………… １億５,８３０万円

災害に強いまちづくり
　・主要道路（緊急輸送道路等）の整備
　・下水道ビジョンの策定（下水道の地震対策推

進）
　・町田市保健所事業（地域保健の危機管理体制

の強化）
　・あんしん相談室の設置（在宅高齢者の見守り）

　東日本大震災の発生を受け、至急対応を図る必要がある事業について６月補正予算を編成し、議
会に提出する予定です。

２０１１年度補正予２０１１年度補正予算算


